
 
  
  
 

 
 
  令和 2 年 4 月 3 日 

株式会社 藤建設 

期間：令和 3 年 7 月～令和 4 年 6 月 

株式会社 藤建設 

      

環境経営レポート 

令和 4 年 9 月 9 日 
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 環境経営方針 
企業理念 
株式会社藤建設は、土木工事等の事業活動を通じて豊かな那賀川の自
然環境・地球温暖化を守る為、継続的な環境の負荷の削減に職員をあ
げて取り組みます。 
 
方 針 
 当社は事業活動が与える環境の負荷を低減するために、次の方針に基づき、環境経営活動を推進して自然
環境・地球温暖化等を守ること目指します。 

１．当社の事業活動の環境影響を常に認識し、自主的・積極的に環境への取組と最新機械の利用により
省エネ、省力化を推進させます。 

２．当社の事業活動に関する環境法令、徳島県条例を職員あげて厳守します。 

  ３．当社の事業活動のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。 
① 電力使用量の削減 
② 燃料使用量の削減 
③ 総排水量の削減 
④ 一般廃棄物の削減と産業廃棄物のリサイクル率の向上 
⑤ グリーン購入の推進 
⑥ 環境に配慮した作業方法・排ガス規制適合型機材の購入及びリース品の使用 
⑦ 事務所周辺の清掃等社会貢献 

４．一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境方針を全従業員に周知する
とともに、環境経営レポート等で社外へも公表します。 

上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し環境経営の継続的な改善を推進します。 

                              制定日 平成２1年 ８月 １日 
   改訂日 令和  1年  7月  1日   

 

株式会社藤建設 
                                                    代表取締役 藤坂英樹 
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組織の概要 

（1） 事業者名及び代表者名 

株式会社藤建設 

代表取締役社長 藤坂 英樹 

（2） 所在地 

本社  〒779-1233 

徳島県阿南市那賀川町大京原 818－8 

      資材置き場  本社住所と同じ 

（3） 環境経営管理の責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  藤坂 淳子  

 TEL：0884－22－1803 
  FAX：0884－22－0388 
  e-mail ：fujiken@mbg.nifty.com 

（4） 事業内容 

建設業  （ 徳島県知事許可  特-２２ ２０７号 ） 

    土木工事業  とび・土工工事業   

    解体工事業 

（5） 事業の規模 

完成工事高   218百万円／2022年度 

従業員     7名 

延床面積    事務所６０ｍ2、資材置場３００ｍ2(倉庫１５０ｍ2) 

認証・登録の対象組織・活動 

登録組織名   株式会社 藤建設 ・ 資材置場 

活動      建設業 
     許可業種  土木工事業  とび・土工工事業   
                 

関連事業所   なし 

対象外     なし 

対象組織活動：全組織・全活動を対象とする 
 

mailto:fujiken@mbg.nifty.com
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ＥＡ－05 
環境経営目標  四国電力排出係数 0.326Kg-CO2/Kｗｈ  
 
 項      目 
 

令和 3 年度 
令和 2 年 7 月

～6 月 
実 績 

令和 4 年度 
目標 
（0.5％減） 

令和 5 年度 
目標 
（1％減） 

令和 6 年度 
目標 
（1.5％減） 

令和 7 年度 
目標 
（2.0％減） 

二酸化炭素排出量 
(kg-CO2/年/1,000 万) 

15724.68 
3636.86 

15646.06 
3545.94 

15567.43 
3600.49 

15488.81 
3582.31 

15410.19 
3564.12 

電力使用量  1382.83 
  

1375.92 
 

1369.00 
 

1362.09 1355.17 

燃料 
（Ｌ/年/1,000 万）） 

14341.85 
597.58 

14270.14 
594.59 

14198.43 
588.61 

14126.72 
588.62 

14055.01 
585.63 

廃棄物      
一般廃棄物 0.168 0.167 0.166 

 
0.165 0.165 

産業廃棄物のリサイク

ル率向上（%） 
0 100 100 100 

 
 

100 
 
 

水資源投入量（トン/年） 60 60 60 60 60 
グリーン購入（品/年） 3 5 5 5 5 
環境に配慮した排ガス規制の購

入及びリース品の使用（％） 
100 100％ 100％ 100％ 100％ 

※二酸化炭素排出量及び廃棄物については、工事高 1,000 万円当たりに数値に換算する。 
※化学物質の使用はありません                           

上記の目標のほか、以下の取り組みを推進する。 
①  事務所周辺の清掃等社会貢献 

 
環境目標とその実績(令和 3 年 7 月～令和 4 年 6 月)   
      四国電力排出係数 0.326Kg-CO2/Kｗｈ 

項      目 目 標  実 績 目標達成状況 
（○は達成・△は未達成）     

二酸化炭素排出量 
(kg-CO2/年/1,000 万) 

15646.06 
3545.94  

15313.60（総排出量 kg-co2/年） 
2119.33 

○ 
〇 

    電力使用量 
  （KWｈ） 

1375.92 
  

1490.93  △ 

   燃料 
（Ｌ/年/1,000 万）） 

14270.14 
594.59 

13822.67 
628.30 

○ 
△ 

廃棄物    
  一般廃棄物  0.167 0.097 

  
○ 

  産業廃棄物のリサイク

ル率向上（%） 
100 100% △ 

排水量（トン／年） 60 60 ○ 
グリーン購入（品/年） 5 3 △ 

環境に配慮した排ガス規制の購

入及びリース品の使用（％） 100％ 100% ○ 
□ 評価 

環境目標の見直しを行った。目標設定の基準値を令和３年度の直近とした。電気の使用量については、エアコンの室外機付

近の清掃・温度計の設置を行い気温が 28℃を下回る時は窓を開けエアコンの使用を控えた。冬場コロナ過の為窓の換気を

行った。その為熱効率が悪くなった。寒さ対策における足元ヒーター使用・消し忘れ等で電気の使用料が増えて目標達成出

来なかった。消し忘れ等は、改善する事が可能な為従業員一同で注意する事とする。 
燃料面では、アイドリングストップ・低排出の重機の使用を行った。年間の排出量では削減となったが、工事 1 千万当りの

排出量においては削減とならなかった。工事高・工事内容によって著しく数値が変わるため数値の把握は非常に大変である。 
数字だけに捕らわれずエコ活動今後も続けて行きたい。排水量においては、事務所内の使用に限定される為、数量が極端に



                                                4 

すくないので現状維持に努める。 
購入品を減らし再利用や物品を長く大切に使う事を目標としている為、グリーン購入については目標達成出来なかった。 
購入時には、グリーン購入を今後とも行うこととする。 
 

環境経営活動計画（R3・7月～R4・６月） 

  
作成日：令和 4年 7月 5日    

                                作成責任者：藤坂淳子    印 
 
 
    ＜項目＞                 ＜内容＞                         ＜実行者＞ 

①  温暖効果ガス発生量の削減（総エネルギー投入量の削減） 

  ・電気の節約   夏場の冷房温度を下限27℃に設定する 

           冬場の暖房温度を上限25℃に設定する 

           照明機器、クーラー、窓の掃除を年1回する 

           休憩時間は現場事務所及び事務所の消灯をする 

                                     ・社員全員 

 
   ・燃料の節約        アイドリングストップを徹底する      

 ・社長以下全員 

②  水の節約 

   ・節水             こまめに蛇口をしめる                ・社員全員 

 
③ 一般廃棄物の削減と廃棄物再資源化率の向上 

            コピー用紙の裏面使用 

            できるだけ同一種類のものをまとめて処理 

・社長以下全員 

 
③  グリーン購入                       

                グリーン購入を行う                     ・社長以下全員 

 
⑤ 環境に配慮した作業方法・排ガス規制適合型機材の購入及びリース品の使用 
 
           リース品については、排ガス規制適合品を使用する 
                                 

・社長以下全員 
 

⑥事務所周辺の清掃等社会貢献                   

           会社周辺の環境美化活動の推進           ・社長以下全員 

 
 
 
 



                                                5 

 
主要な環境経営活動計画の内容、取組み結果の評価 令和 4 年度(令和 3 年７月～令和 4 年６月) 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と次年度の取組） 

①電力使用量の削減 

・エアコンの温度設定 

夏場は下限 27℃設定  

冬場は上限 25℃設定  

・照明機器、クーラー、窓の掃除を年 1 回 

・休憩時間の消灯 

目標：1375.92 
実績：1490.98  

達成率：92% 

 

 

温度計を設置し気温が 28℃を下回る時は

窓を開けたり、室外機の掃除をこまめに

行ったが目標達生出来ず。ｺﾛﾅ過に於ける

冬場の換気による足元ﾋｰﾀの使用量増加・

消し忘れ等によりものと思われる。今後、

ﾁｪｯｸを厳しく行う。 

②自動車燃料の削減 

・アイドリングストップ運動 

・ 

目 標 ：14270.14 

実 績 ：13822.67 
達成率：103 % 

全体では削減となったが工事当りの削減

にはならなかった。工事高や工事の特性・

下請け作業有無等把握は困難。 

③節水 

・こまめに蛇口をしめる 

目標：60 

実績：60 

達成率：100% 

水の使用については、事務所内の使用に

限定され、数量が極端に少ない為現状維

持に努める。 

④一般廃棄物の削減と産業廃棄物のﾘｻｲｸ

ﾙ率の向上 

・配布資料の削減、裏紙の使用 

・同一種類の物をまとめて処理する 

（一般廃棄物） 

目標：0.167 

実績：0.097 
達成率：172 % 

（産業廃棄物） 

目標：100% 

実績：100% 

達成率：100% 

目標を達成 

配布資料の削減のため両面コピーを行っ

たり、裏紙の使用、メール等によるペーパ

レスを行い達成 

産業廃棄 物の リサイ ク ル率も達 成。  

今後も分別の徹底をしていく。 

⑤事務所周辺の清掃等社会貢献 

・会社周辺の環境美化活動の推進 
達成率：100%  

⑥グリーン購入の推進 

 
目標：5 

実績：3 

達成率：80% 

事務用品については、ｶﾀﾛｸﾞ等でなるべく

ﾘｻｲｸﾙ素材・ｸﾞﾘｰﾝ購入法の表示のある商

品を購入。 

⑦排ガス規制の購入及びリース品の使用 目標：100% 

実績：100％ 

達成率：100% 

排ガス規制の重機の使用は 100%である 

総括 

工事の特性・工事高の変化により目標設定が難しいが、今後も社内一丸となりエコ活動を続ける 

 

次年度の取組内容 
電気使用量の削減については、前年度と同様とする。燃料費の削減については、アイドリングストップ、
排ガス規制の重機使用による削減を目標とする。 
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産廃再資源化率（％）

環境への負荷の推移 
 

  1 2 3 4 5 6 7 

  
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
H29.7～
H30.6 

H30.7～
R1.7 

R1.7～
R2.6 

R2.7～
R3.6 

R3.7～
R4.6 

R4.7～
R5.6 

R5.7～
R6.6 

CO2排出
量 

4609.84 2381.98 4038.14 3636.86 2119.33     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  1 2 3 4 5 6 7 

  
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
H29.7～
H30.6 

H30.7～
R1.7 

R1.7～
R2.6 

R2.7～
R3.6 

R3.7～
R4.6 

R4.7～
R5.6 

R5.7～
R6.6 

産廃再資源化
率 

46.85 57.18 82.4 94 100     
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  1 2 3 4 5 6 7 

  
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
H29.7～
H30.6 

H30.7～
R1.7 

R1.7～
R2.6 

R2.7～
R3.6 

R3.7～
R4.6 

R4.7～
R5.6 

R5.7～
R6.6 

水の使用量 60 60 60 60 60     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  1 2 3 4 5 6 7 
  H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 

H29.7～
H30.6 

H30.7～
R1.7 

R1.7～
R2.6 

R2.7～
R3.6 

R3.7～
R4.6 

R4.7～
R5.6 

R5.7～
R6.6 

グリー
ン購入 

3 3 5 4 3     
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EA-06                        作成日 平成２１年 8 月 1日 
                                    作成者  藤坂淳子   ㊞ 

組織図及び役割・責任・権限 
   株式会社藤建設  環境活動組織図 

 
 役割・責任・権限 

社長 ①環境経営に関する総括責任者 
②環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間を用意 
③環境管理責任者を任命 
④環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
⑤環境目標の設定を承認 
⑥代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 ①環境経営システムを構築し、実施・管理 
②法規制等の要求事項の登録簿を承認・遵守評価の結果チェック 
③環境活動実施計画書を承認 
④環境活動の取組結果を代表者へ報告 

環境事務局 ①環境管理責任者、EA２１推進会議の事務局 
②環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 
③環境関連法規等チェックリストの作成・遵守評価の実施 
④環境目標・環境実施計画書原案の作成 
⑤環境活動実施計画の実績集計 
⑥環境関連の外部コミニケーションの窓口 

部門長 ①自部門における環境経営システムの実施・環境方針の周知 
②自部門の関連する環境目標及び環境活動計画の実施および達成状況の報告 
③自部門の緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録 
④自部門の問題点の発見、予防処置 

全従業員 ①環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 
② 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加 

 

代表者

藤坂英樹

事務部

藤坂淳子

池添寛

工事部

藤崎孝文

環境管理責任者・環境事務局

藤坂淳子
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環境関連法規制等の順守状況 
 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規制 適用される施設等 適合性評価 

騒音規制法 空気圧縮機  適合 

騒音規制法 空気圧縮機 適合 

廃棄物処理法 処分業者 適合 

水質汚濁防止法 単独浄化槽 適合 

徳島県生活環境保全条例（騒音に
関する規制） 

重機使用 運搬具の走行 
適合 

フロン排出抑制法 第１種特定製品の簡易点検 適合 

 
環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 
また、過去３年間にわたって違反や訴訟・苦情もありません。 

 
代表者による全体評価と見直し結果 
 
エコアクション 21の認証を受けてから 2022年で 12年目を迎えた。 

プラスチック製品の削減やゴミ袋の有料化など SDGSな時代への変化が加速している。 

小さな会社であるが持続可能な社会を目指して微力ながら努力を重ねている。 

現場の作業環境は地球温暖化による真夏日の増加・ゲリラ豪雨等より厳しくなっている。 

地球温暖化が少しずつでも改善されるよう更なるアイドリングストップや産業廃棄物の分別等に力を入

れたい。工事高の変化や工事の特性・製造業との違いで目標設定が非常に難しいが、CO2削減に向けた取

組を今後も続けていき次世代へのバトンを繋いで行きたい。 
 
 
 
 
 




